
1
i
f
-
-
-
l
a
i
-
-
i
l
l
e
-
-

・・1
・

‘
官

エ
ヌ
!
l
エ
ミ

周
囲
日
管
郷
十
三
・
腸
四
の
中
五
郷
二
躍
を
捌
い
て

能
笑
郡
と
し
た
か
ら
、
残
像
の
八
郷
二
騨
が
新
し
い

江
沼
郡
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
江
沼
の
凶
訓
は
初

め
拾
芥
抄
に
あ
る
如
〈
エ
ヌ
で
あ
っ
た
が
、
次
い
で

エ
ヌ
マ
に
鱒
じ
、
今
地
方
人
は
エ

y
マ
と
諮
っ
て
ゐ

る。
Z

ヌ
マ
ゴ
ホ
リ
ザ
イ
ザ
イ
シ
ヨ
シ
ヨ
キ
江
沼
郡

在
々
所
々
記
江
沼
志
稿
の
中
に
多
〈
こ
の
替
を
引

用
し
て
あ
る
。
江
沼
郡
中
の
古
撞
・
館
跡
・
柿
祉
・
倒

閣
等
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
今
存
否
を
明

ら
か
に
し
な
い
。

Z

ヌ
マ
ゴ
ホ
リ
ザ
ツ
キ
江
沼
郡
雑
記
一
加
。

加
賀
江
泊
郡
級
担
と
も
い
ふ
。
江
沼
郡
内
の
鰻
峨
ゃ
.

中
一
と
し
、
山
川
・
道
路
そ
の
他
の
地
誌
に
及
び
、
御

郡
奉
行
領
内
巡
廻
の
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

著
者
は
宮
永
嘉
告
。

Z

ヌ
マ
シ
ョ
ウ
江
沼
志
縞
三
十
二
加
。
拡
化

元
年
小
塚
禿
得
者
。
加
賀
江
泊
志
稿
と
も
い
ふ
。

江
沼
一
郡
の
紳
祉
・
悌
閤
・
古
蹟
産
物
を
初
め
、
山
川
・

池
塘
・
関
梁
・
隈
・
橋
梁
等
の
部
を
分
か
ち
細
叙
す
る
。

天
保
の
初
め
大
理
寺
務
の
家
老
佐
分
政
長
の
外
、
大

江
知
言
・
富
永
嘉
告
・
児
玉
延
・
駒
揮
成
績
・
安
井
悦

信
・
塚
谷
長
信
・
山
口
知
定
・
岡
村
本
方
・
小
塚
秀
得
等

が
藩
主
前
田
利
之
の
命
に
よ
り
編
特
に
若
手
し
た

が
、
利
之
の
卒
後
小
塚
秀
得
の
私
鈍
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

Z

ヌ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
江
沼
締
結
江
沼
郡
大
黒
寺

町
入
間
遣
に
銀
座
し
、
前
閃
利
治
・
菅
原
遊
興
を
紀

る
。
初
め
箆
永
元
年
前
回
利
直
は
菅
閥
を
遣
っ
た

が
、
陵
務
の
際
之
を
那
谷
寺
境
内
に
溜
し
た
。
次
い

で
明
治
五
年
十
一
月
今
の
地
に
復
し
て
訟
島
天
満
宮

と
い
ひ
、
利
治
の
震
を
合
記
し
、
入
年
五
周
松
島
紳

に
臨
め
た
。
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白
、
‘
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九
六

Z

ヌ
マ
シ
ン
ペ
キ
タ
モ
タ
ゾ
ウ
シ
江
沼
紳
壁
耳
一
十
四
年
十
月
六
日
寂
し
た
。
苧
年
一
小
称
。
一
驚
久
儲
・
=
読
後
悠
粛
等
栴
織
い
だ
o
後
代
は
木
造

目
製
紙
江
沼
郡
山
代
の
人
醗
掛
千
一
拾
が
、
郡
内
神
一

Z

ピ
ザ
カ
海
老
摂
羽
咋
郡
也
知
院
内
志
雄
庄
一
に
な
っ
た
。

世

僻

閣

の

算

額

を

集

め

、

子

常

業

之

売

更

訂

し

た

も

一

に

あ

る

部

務

。

一

Z

マ
ヨ
ウ
サ
イ
江
間
室
癒
初
め
悔
庵
。
諒
は

の
で
、
弘
化
二
年
一
丸
十
嵐
小
限
次
が
湯
治
の
際
之
を
一

Z
ピ
ス
ザ
キ
窓
比
須
崎
以
荒
川
仰
抑
披
に
在
る
一
久
係
。
江
庵
の
子
。
御
断
郎
と
し
て
天
明
六
年
十
人

見
て
序
文
売
加
へ
た
。
そ
の
錦
繍
は
特
設
開
銀
・
か
ら
一
岬
o

号
d

ご

の

の

米

詐

o

一

銭

持

-P・
受
け
、
文
化
五
年
十
人
接
持
そ
加
へ
、
九
年

安
政
五
年
の
も
の
都
合
十
枚
で
あ
る
o

Z

ピ
ス
ザ
キ
惑
比
須
崎
同
一
束
郡
甲
の
う
ち
小
一
新
知
百
五
十
石
、
十
三
年
加
増
一
点
十
石
、
文
政
五
年

Z
ネ
ゴ
ホ
リ
え
ね
郡

J
ヱ
ネ
プ
ホ
リ
ゑ
ね
一
巾
の
お
・
叩
に
突
出
す
る
所
-P
慈
比
須
崎
と
い
ふ
。
上
一
加
百
石
で
合
計
三
百
石
に
来
っ
た
o
突
保
七
年
致
仕

郡

。

に

小

嗣

が

あ

っ

て

懸

子

ゃ

.

組

つ

で

あ

為

。

地

方

人

は

一

し

て

傍

十

人

扶

持

や

・

受

け

、

後

々

翁

と

殴

め

、

十

二

Z

ノ
キ
ヲ
領
属
河
北
側
仰
井
上
院
に
制
す
る
邸
一
こ
L
脅

小

闘

山

と

も

呼

ん

で

ゐ

る

。

一

年

E
月
残
し
た
。

務

。

一

Z
ピ
ス
マ
ツ
切
実
子
祭
笛

E
月
二
十
日
に
行
一

Z

マ
チ
ク
リ
ン
ポ
ウ
江
間
竹
林
坊
前

m利
家

Z

ノ
ト
マ
リ
江
泊
路
島
榔
大
存
郷
に
臨
す
る
一
は
れ
、
諸
商
人
が
実
子
脅
祭
っ
て
、
管
業
の
紫
祭
を
一
に
仕
へ
て
口
科
の
留
で
あ
っ
た
。
そ
の
子
亦
竹
林
坊

部

帯

。

一

祈

願

す

る

青

い

号

た

。

十

月

ご

十

日

亦

之

脅

行

ひ

、

一

と

い

ひ

、

天

和

元

年

渡

し

た

。

子

探

随

賀

・

嗣

竹

・

玄

Z
ノ
メ
鰻
同
胞
脂
綿
能
積
島
院
に
闘
す
る
部
-
そ
の
前
後
に
町
出
し
ゃ
ソ
行
ふ
や
・
茂
子
識
と
い
う
た
。
一
点
清
政
・
玄
願
・
照
哲
・
元
林
赤
忠
等
桐
織
い
だ
。
後

w
m
o

エ
ノ
ミ
叉
は
ヨ
ノ
・
ミ
と
散
っ
て
お
い
た
も
の
も
一

Z
ピ
ノ
セ
ナ
ガ
ミ
ツ
海
老
，
背
長
光
諮
問
謹
一
代
は
本
道
に
な
っ
た
。

あ
る
。
能
資
名
跡
志
に
、
『
鍛
円
村
に
常
腕
氏
の
イ
村
一
江
守
京
久
が
有
し
た
長
党
作
の
万
で
、
長
さ
ご
尺
三
一

Z

マ
パ
ン
リ
江
間
寓
里
誌
は
賞
、
天
保
十
一

あ
り
o
此
村
に
級
の
宮
と
で
あ
り
。
菅
沼
山
信
…
仰
祉
げ
二
寸
。
銘
の
長
字
が
海
老
の
背
の
如
〈
曲
っ
て
腕
た
か
一
年
脅
円
以
て
生
ま
れ
た
。
幼
三
一
折
、
後
前

m患
の

い
へ
り
。
』
と
見
え
る
。
岱
蹴
は
辺
都
青
太
聞
と
し
一
ら
名
づ
け
る
o
も
と
織
川
信
長
の
侃
万
で
あ
っ
た
の
一
命
に
よ
り
て
コ
一
吉
と
股
め
た
の
は
、
そ
の
持
部
前
北
ハ

う

た

。

一

脅

明

智

浩

一

秀

反

抵

の

時

、

常

時

そ

の

慣

で

あ

っ

た

霊

一

に

勝

れ

た

る

に

よ

る

o

高

岡

出

初

め

筏

絡

を

林

識

に

製

Z

ノ
メ
ノ
ジ
ョ
ザ
ャ
マ
銭
自
の
按
山
拠
品
部
一
久
に
停
は
り
、
次
い
で
前
山
利
常
・
徳
川
綱
吉
・
翻
視
伸
一
び
、
十
八
九
歳
に
し
て
京
に
上
り
、
刀
去
の
徐
限
山

緩
円
村
の
紳
明
山
が
海
訟
に
突
き
出
た
上
に
あ
る
小
…
苦
保
-P・
純
て
、
陪
州
徳
川
氏
の
質
賃
と
な
っ
た
。
一
本
県
警
此
び
柳
石
洲
に
就
き
て
詩
文

-zmTび
、
凶
に

さ
な
平
地
青
い
ふ
が
、
城
跡
で
は
な
い
。
一

Z

ヒ
ノ
メ
綴
目

4
エ
ノ
メ
飯
R
o

一
蹄
り
て
迭
に
滞
留
と
な
っ
た
。
明
治
の
後
前

m氏
に

Z

ノ
メ
ハ
ッ
カ
鎮
目
八
ケ
能
誌
や
一
い
ふ
ι
一

Z

ホ

ウ

禁

芳

4
ケ
イ
ガ
Y

エ
ホ
ウ
特
簸
態
一
従
ひ
て
東
京
に
移
り
、
好
ん
で
墨
客
と
交
り
、
持
に

能
脅
名
跡
志
に
、
『
昔
は
飯
円
八
ケ
の
庄
と
て
、
八
J
芳
o

一
在
つ
て
は
山
田
長
宣
1

替
に
在
つ
て
は
長
三
洲
と
聾

村
あ
り
し
と
也
0
』

と

あ

る

。

一

Z
ポ
シ
イ
ハ
烏
帽
子
岩

4
ヱ
ポ
Y
イ
ハ
応
一
名
を
等
し
〈
し
た
o
m
w
稿
は
自
ら
之
を
茨
い
た
か
ら

Z
ノ

メ

ヲ

ド

日

銀

目

踊

能

脊

.

ぬ

の

鍛

円

で

は

一

帽

子

器

。

一

存

す

る

も

の

甚

だ

締

で

あ

る

o

明

治

三

十

九

年

夜

、

屋
外
に
冷
気
-P感
ぜ
ざ
る
限
り
は
、
男
女
の
背
年
制
一

Z

ホ
ン
セ
ツ
キ
ヨ
ウ
ダ
ン
鎗
本
軍
鏡
談
十
二
一
享
年
七
十
一
。

那
寺
の
前
庭
に
集
合
し
て
踊
に
耽
溺
す
る
風
が
あ
っ
一
加
。
大
坂
附

m茂
兵
衛
板
。
出
版
年
月
不
明
。
商
洲
一

zsト
ウ
ジ
ユ
ウ
ロ
ウ
江
見
藤
+
郎
初
め
前

た
。
こ
の
踊
は
特
に
定
め
ら
れ
た
脅
頭
取
が
な
〈
、
一
散
入
者
。
大
槻
朝
元
売
大
月
長
元
と
し
、
金
部
城
を
一
岡
利
家
馬
廻
の
士
で
あ
っ
た
が
、
後
命
ぜ
ら
れ
て
村

相
交
代
し
て
路
ふ
も
の
で
、
そ
れ
を
舟
踊
と
稽
し
一
鏡
山
城
と
し
て
、
俗
停
の
加
賀
騒
動
脅
綴
っ
た
小
説
一
井
長
額
の
奥
カ
に
な
っ
た
。
天

E
十
ご
年
佐
々
成
政

た
。
『
踊
り
初
め
は
五
周
の
節
句
踊
り
や
・
さ
め
は
持
九
一
で
、
路
上
砦
醸
の
一
件
が
巻
末
に
な
っ
て
腕
る
o

一
が
、
長
額
の
朝
日
山
の
峨
そ
攻
め
た
時
に
藤
十
郎
は

月
o』
と
は
緩
円
踊
の
こ
と
を
い
号
た
の
で
あ
る
。
一

Z

マ
ヨ
ウ
ア
ン
江
間
口
安
江
間
初
代
竹
林
坊
一
阿
波
質
五
邸
入
と
共
に
使
者
と
な
っ
て
之
を
金
揮
に

エ
ハ
ク
鍵
白
羽
咋
郡
宿
民
宗
東
板
商
照
寺
の
一
の
第
ご
子
。
口
料
の
障
と
し
て
十
人
扶
持
を
受
け
、
元
一
報
じ
、
周
年
の
末
森
の
役
、
翌
年
の
怒
沼
の
職
に
も

T
B接
講

に

鑑

み

、

子

口

安

・

・

江

庵

・

箆

一

功

が

あ

っ

た

。

村

井

家

起

に

は

之

を

醸

入

に

作

b
、

. 


